
「道の駅 南魚沼」再整備事業について（基本構想抜粋版）

令和7年1月30日



１ 本計画の位置付け

1

目的

令和５年度に「道の駅南魚沼」再整備事業基本構想（以下、基本構想という）を策定し、目的を「市と

道の駅南魚沼への誘客促進、道の駅機能の拡張や設備機器の老朽化に伴う改修」としています。

本市には、南魚沼産コシヒカリをはじめとした競争力ある農業と、世界的にも稀な豪雪地帯としての豊富な

積雪量と自然環境がもたらす観光資源、雪国の歴史に根差したユニークな文化という豊富な地域資源があり

ながら、その強みを十分に活かしきれていませんでした。

今後も、人口が減少し地域経済の縮小が進むことが明らかな中で、市民生活を維持しながら地域活力の

向上を図るためには、「地域ブランディングの推進」と「地域全体の価値」を上げるための取組をする予定です。

地域ブランディング
への貢献

短期的目標 地域産品の販路拡大

長期的目標 地域商品の発掘と新事業創出の環境づくり

地域価値の向上

短期的目標 市有不動産のより効率的な活用と施設競争力強化

長期的目標
南魚沼市固有の自然、文化、産業資産を活かした
持続可能な地域コミュニティモデルの創出

基本構想P.4を抜粋



現状と課題2

2

ー 2-1 南魚沼市の現状 ー

（3）入込客数の推移

本市へは年間約370万人の観光客が訪れ、そのうち約3割が冬季のスキー観光によるものですが、近年のス

キーの入込客数は、ほぼ横ばいの状況が続いています。スキー観光は積雪量や気象条件の影響を受けやすく、

安定した観光振興を図るためにはほかの地域資源と組み合わせた魅力向上や、四季を通じた観光誘客を図る

ことが課題となっています。

令和２（2020）年以降の新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大により、国内観光やインバウンドの推

進が停滞し、南魚沼市の観光産業も大きな影響を受けました。観光需要の回復を見据えつつ、復興に向けた

重点的な取組が必要です。
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基本構想P.6を転用



現状と課題2
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ー 2-2 道の駅南魚沼の現状と課題 ー

（1）道の駅南魚沼、今泉記念館、農産物・特産品直売所の来場者数の推移

道の駅に指定されてから平成28（2016）年度までは増加傾向、その後令和元（2019）年度まで横ば

い傾向にあり、夏休みから新米が並ぶ時期は来場者が特に多く、駐車場が満車になることもあります。

令和2（2020）年以降の新型コロナウイルス感染症の拡大により、道の駅南魚沼も大きな影響を受け、

一般客来訪者が激減するとともに、大型車両の利用が減少しました。令和3（2021）年度になり利用者は

回復しつつありますが、未だ低い水準を推移しています。

今泉記念館は、改修工事後の11年の間、来場者数は横ばい又は低減傾向となっています。
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基本構想P.7を転用



現状と課題2
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（2）課題の整理

道の駅南魚沼の現状を踏まえて、本計画における課題を整理します。

各機能の不足 ・駐車場

・トイレ

・産直販売施設

・飲食スペース

・子どもの遊ぶエリア

設備機器等の老朽化 ・今泉記念館は建設から33年、改修から11年経過しているため、設

備機器等の老朽化がみられ、施設の大規模修繕が必要

・外装、冷温水ポンプ及びバルブ、ガラスフィルムなどの劣化・腐食等

維持管理費の増加 ・毎年700万円程度の水道光熱費のほか、老朽化に伴う設備機器や

道路舗装修繕が発生

・将来的にも維持管理費は膨らみ、大規模修繕又は改修などの抜本

的な対応が必要

地域資源と併せた魅力向上や
四季を通じた観光誘客が不十
分

・雪国ブランドの発信が十分に出来ていない

・地域資源が活かしきれていない

容量不足 ・今泉記念館内事務室スペースの不足

連携不足 ・動線の不備による、施設間の連携不足

（各機能の相乗効果が生じる動線づくりが必要）

・近隣市町村や県内市町村との連携不足に伴う、ゲートウェイとしての

機能の脆弱性

ー 2-2 道の駅南魚沼の現状と課題 ー

（3）「道の駅」第３ステージとの整合性

道の駅は登録制度創設から四半世紀が経過し、全国1,204か所（令和5（2023）年2月現在）で展

開され、「道の駅」の役割が進化しています。第1ステージの役割は「通過する道路利用者のサービス提供の場」

であり、第2ステージでは「道の駅自体が目的地」でした。

今後、訪日外国人観光客の増加、激甚化する災害、少子高齢化社会といった様々な課題がある中で、

「道の駅」の第3ステージを検討する動きが令和元（2019）年から始まっており、国土交通省に設置されてい

る「道の駅」第3ステージ推進委員会では、第3ステージ（令和2（2020）年～令和7（2025）年）の役

割として「地方創生・観光を加速させる拠点」を新たなコンセプトとし、令和7（2025）年に目指す以下の3つ

の姿を掲げています。

・「「道の駅」を世界ブランドへ」
・「新「防災道の駅」が全国の安心拠点に」
・「あらゆる世代が活躍する舞台となる地域センターに」

道の駅南魚沼は、第3ステージとして掲げられている3つの姿と整合性が取れていない状況です。

基本構想P.8を転用



現状と課題2
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（1）再整備の必要性

現状と課題を踏まえ、以下の理由から道の駅再整備を必要とします。

ー 2-3 道の駅再整備の必要性 ー

整備を必要とする理由 内 容

季節や気象条件で変わる観光入

込客数

1年間の観光入込客数のうち、約3割はスキー客であり、年ごと

の気象条件に左右されることから、通年での安定的な入込ではな

い。安定した入込を得るために、グリーンシーズンにおける観光目

的地及び体験等を拡充する必要がある。

道の駅への入込客数が横ばい、ま

た減少の恐れ

南魚沼市総合計画におけるKPIでは、年間入込客数の目標を

52万人としているが、現在の入込客数では、年間40万人前後で

推移している。また今後、施設の老朽化や他地域の道の駅との競

合により来訪者への訴求力が低下する恐れがある。よって、入込

客数を確保するためにも、道の駅の目的地化をより推進する必要

がある。

機能不足、連携不足や老朽化に

よるサービスの低下

来場者が求めているニーズ（駐車場台数やトイレ数など）に対

して機能が不足している。

設備機器等の老朽化によって、維持費が増大となっている

目的地化を推進するに当たって必要な道の駅内の連携が、現

状の動線等では不足してしまう。

第3ステージとの不整合 掲げられている3つの姿に対して、現状の道の駅南魚沼では、機

能等が一致していない。

基本構想P.9を転用



再整備基本方針（案）3
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ー 3-1 再整備基本方針（案） ー

（1）ターゲット（対象顧客）の設定
本事業の目的、計画地の特性を踏まえ、道の駅南魚沼のターゲットを以下のとおり設定します。

（2）再整備基本方針（案）
整備の必要性及びターゲットを踏まえ、本計画におけるコンセプトを以下のとおり設定します。

○計画目標（テーマ）

ターゲット 内 容

地元住民 地元に愛されている施設であることが、長く存続するには必

要不可欠であるため、地元に寄り添う施設づくりを行い、地元

住民をターゲットに含める。

全ての年代層 子育て世代や若年層といった年代層に限定することなく、全

ての世代が安心して過ごせる施設とする。（防災機能の拡充

やあらゆる世代が使いやすい設備など）

リピーター 道の駅での満足度を高め、リピーター（固定客層）を確保

することが、安定的な入込客数の確保に繋がるため、ターゲッ

トとする。

観光客 道の駅南魚沼でしか味わえない体験を提供すること、そして、

関東圏からの窓口に位置することからゲートウェイとしての機能

と役割を担うことで、観光の目的地となることを目指す。

自然と人の調和、雪が織りなすここにしかない出会い、

誰からも愛される道の駅雪あかり

～雪国の魅力を体現する、地方創生・観光を加速する拠点づくり～

・食、文化 雪がはぐくむ南魚沼ブランドの発信拠点

・みんなが安心できる、雪国の防災拠点

・何度でも訪れたい、新たな発見にあふれる交流拠点

○基本理念（コンセプト）

基本構想P.10を転用



計画地の概要4
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ー 4-4 計画地の状況 ー

①今泉記念館（診療所を含む）

②農産物・特産品直売所

③休憩交流棟

④薬局

S=1:4,000

※各建物概要は11ページ、12ページ 計画地の概要を参照

計画地は現状、道の駅南魚沼として、今泉記念館、農産物・特産品直売所（四季味わい館、たっぽ家）、
休憩交流棟、薬局の4施設が稼働しています。今泉記念館は棟方志功をはじめパプアニューギニアの民族資
料など多様な収蔵品を有する美術館です。農産物・特産品直売所及び休憩交流棟は、郷土料理や地元の
食材を使ったメニューのある食堂と農産物・特産物の直売所を有する観光施設です。今泉記念館の1階の一
角に診療所が入っており、④の薬局が別棟として立地しています。
また東側には一級河川である魚野川の河川敷、敷地周囲は田んぼが広がる一方で、関越自動車道のイン
ターチェンジから直線距離で650m程度と非常に近く、敷地西側には国道17号線があり、交通利便性の良い
立地と言えます。

今泉記念館（診療所含む）

薬局
休憩交流棟

農産物・特産品直売所

基本構想P.15を転用

敷地面積：約38,000 ㎡
拡張予定：約15,000 ㎡

計：約53,000㎡



計画案の検討5
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ー 5-1 検討の経緯 ー

（1）庁内ワークショップ（令和3年～令和4年）
令和3（2021）年度、本計画の開始に当たり、最初に南魚沼市長に事業に対する想いについてインタ
ビュー（令和4年（2022）年1月28日実施）を行い、その後、庁内ワークショップを行いました。
現在の「道の駅」及び 「南魚沼市農産物・特産品直売所」を題材に南魚沼らしい地域サービスを考える
ことをワークショップの目的とし、「ありたい未来像」「成功要因の発見」「アイディアによって実現した地域の未
来像」という3つのステップによって構成されたシナリオを発表する場を設けました。
ワークショップにより様々なアイディアが活発に議論され、いくつものキーワードが抽出されました。
また、抽出されたキーワードから、本計画における基本的な方向性を以下のようにまとめます。この方向性
を基本とし、計画案の検討を進めました。

注1）ワークショップ内で抽出されたスノー（雪）とマイクログリッド（小規模電力網で、エネルギーの地産地消

する仕組み）の造語

観光

目的をもって訪れる道の駅

特産品の販売

観光用の雪室

南魚沼産コシヒカリ

日本酒などの地酒

新潟県の玄関口（ゲートウェイ）

「道の駅」の機能強化

飲食機能の充実

特産品販売の充実

駐車場の拡充

県内特産品販売の充実 等

インキュベーション

雪のビジネス利用

雪の価値観を変える

スノーグリッド（注1）

ワーケーション

インキュベーション施設の新設

雪資源を利用したインキュベーション

ワーケーションなどの新しいライフスタイルを提供 等

アウトドア

キャンプ、グランピング

魚野川の河川敷

ウィンタースポーツ

自転車の駅

子どもが遊べる場所

南魚沼らしい風景を活用したアウトドア施設の新設

ワーケーションとセットにしたアクティビティサービスによる子育て支援

雪国魚沼ゴールデンサイクルルートと連動した自転車の駅 等

文化
観光だけではない地元の人が通う場所

雪国のくらし 伝統的な雪室と雪国のくらし

日本一の米どころ

南魚沼の風土・文化の伝承

庁内ワークショップにおいて抽出されたキーワード 基本的な方向性

基本構想P.16を転用



改修方針（案）6
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従来方式

指定管理者を
先行して選定した

従来方式

本事業の手法イメージ

ー 6-3 整備手法について（案） ー

（2）手法の検討
道の駅が、道路利用者の利便性向上や安心で快適な環境整備などの「公益的」部分と、物販事業や
飲食事業などの「収益的」部分を併せ持つ施設であることや、前ページの（1）事業手法を加味して、従
来方式を選択しつつ、運営者である指定管理者を施設の設計段階から選定する方式を採用します。
従来方式では、通常は公共施設建設後に施設の運営者を指定管理者として選定するため、運営する
指定管理者のノウハウが反映しづらい傾向にあり、指定管理者が効率的に維持管理、運営を担うことが難
しくなることが課題としてあげられます。本事業では指定管理者を先行して選定することで、指定管理者の
意見を設計段階でより多く反映させ、維持管理、運営がしやすく、コスト削減・品質向上につながりやすい
施設の建設に配慮した手法を目指します。
また、基本設計・実施設計についてはプロポーザル方式により実施する方針とします。

設計段階で運営者との協議がされず、
意見の反映が難しい

指定管理者

選定

運営

運営

指定管理者
選定

設計 施工

意見
反映

意見
反映

※指定管理者を設計段階で選定 指定管理者のノウハウを
最大限発揮できる運営

意見
反映

設計 施工

意見
反映

道の駅南魚沼の再整備には、公共施設としての重要な役割を果たす一
方で、地域の特性やニーズを反映し、より良いサービスを提供するための柔
軟性と創造性が求められます。
本計画では、防災機能や駐車場など公共的な側面を強化し、利用者
の利便性や地域コミュニティの発展などを促進するために、基本設計の一
部を公共的な視点から構築します。
また、道の駅に拡張性を持たせるため、今後実施を予定している基本設
計の設計者を選定するためのプロポーザルや指定管理者の早期選定によ
り、関係者のアイデアを取り入れながら、より効果的で持続可能な施設の
運営やサービス向上を実現するための柔軟なアプローチを取り入れます。
このアプローチにより、地域社会のニーズを満たしながら、より活気ある場
所となり、訪れる人々に豊かな体験と利便性を提供できる道の駅を目指し
ます。

南魚沼市
（基本構想）

基本設計事業者
（プロポーザルによる提案）

指定管理者

基本構想P.27を転用



事業スケジュール（案）7
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ー 7-1 事業スケジュール（案） ー

本計画は、翌令和6（2024）年度に基本設計の委託者の選定・発注を行います。
令和7（2025）年度から令和8（2026）年度にかけて、実施設計者の選定・発注を行うとともに、併
せて用地の取得に関する準備、売買契約含む諸手続きを完了し、令和9（2027）年度、令和10
（2028）年度にリニューアル工事を実施、令和11（2029）年度からの運営開始を目指すものです。
一方で、既存道の駅や農産物・特産品直売所の指定管理者との契約期間もあるため、プロジェクトのス
ケジュールに合わせて適宜契約延長などの手続きが必要となります。

下記は現段階で想定する事業スケジュール（案）であり、今後の社会状況の変化などに応じ、その都
度検討を加えることが必要です。

事業スケジュール（案）

4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1

指定管理

①施設機能・移転計画・方法の検討

②基本設計

③実施設計・用地買収

④大規模改修・建設工事

⑤供用開始（稼働）

令和９年 令和１０年 令和１１年　　　　　　　　　年・月
　項　目

令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

農産物・特産品直売所

道の駅

南魚沼
道の駅 南魚沼

農産物・特産品直売所

道の駅

南魚沼

基本構想P.28を転用


